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　日本百名山「岩手山」をはじめとした雄大な自然や、「中尊寺」などの世界遺産を有する、ここ岩手県
において、特別国民体育大会冬季大会スキー競技会が開催されますことは、誠に喜ばしい限りです。
　特別国民体育大会は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響のため、2020 年に開催を予定していた、
第 75 回国民体育大会、鹿児島国体の延期により、本年の冬季大会と秋の本大会を、回数を持たない
大会として開催します。
　本年開催の大会が、国体の名称で行う最後の大会となり、来年開催の第 78 回大会から、国民スポー
ツ大会に変わります。
　このたびの、「白銀に　映えるみんなの　夢・未来」のスローガンには、白いゲレンデに映える選手
の夢や未来が輝くように、願いが込められています。
　栄えある郷土の代表として参加される選手の皆さんには、フェアプレー精神のもと、日頃鍛えた「力
と技」を存分に発揮し、スポーツの素晴らしさを実感するとともに、国体を楽しみながら、この経験が、
将来の「輝き」につながるよう、切望いたします。
　結びに、昨年 9 月に開催した「日本スポーツマスターズ２０２２」に引き続き、全国から多くの選手、
関係者をお迎えいただきます岩手県、並びに八幡平市はもとより、施設の改修整備に多大なご支援を賜
りました、日本スポーツ振興センターをはじめとする多くのご関係の方々のご理解とご尽力に対しまして、
心から感謝の意を表し、あわせて大会の成功を祈念申し上げ、あいさつといたします。

日本スポーツ協会あいさつ
公益財団法人　日本スポーツ協会　会長　伊藤　雅俊

　特別国民体育大会冬季大会スキー競技会に御参加の皆様、ようこそ岩手県にお越しくださいました。
　「いわて八幡平白銀国体」を、全国からお越しいただいた選手・監督・役員を始め関係の皆様ととも
に開催できますことは、この上ない喜びであり、岩手県民を代表して心から歓迎いたします。
　東日本大震災津波から12 年が経過しようとしています。本大会では、これまで全国からいただいた
御支援に対し、改めて感謝の意を表するとともに、来県された皆様に復興の姿を御覧いただけるよう、
県民が一つになって、皆様をお迎えします。
　岩手県では、昨年９月に「日本スポーツマスターズ岩手大会」、10 月に「クライミングワールドカップ」
などのスポーツイベントが開催され、また、北京オリンピックでは小林陵侑選手、メジャーリーグでは大
谷翔平・菊池雄星両選手といった本県出身選手が活躍するなど、県民のスポーツへの関心が高まってい
ます。このような中で、2016 年の「希望郷いわて国体・いわて大会」から７年ぶりとなる本競技会を本
県で開催できますことは、大変意義深いものであります。
　岩手県は、海と山に囲まれた雄大な自然と３つの世界遺産「平泉」、「橋野鉄鉱山」、「御所野遺跡」
に代表される歴史的・文化的魅力に加え、山海の幸に恵まれた食文化などの多彩な魅力にあふれており、
こうした魅力にも触れていただきながら、来県された皆様にとって思い出に残る大会となるよう祈念して
おります。
　選手の皆様におかれましては、郷土の誇りを胸に、日頃の練習の成果を存分に発揮され、岩手・八
幡平での熱戦を機に、世界へ羽ばたき、活躍されることを祈念し、ここに、特別国民体育大会冬季大
会スキー競技会「いわて八幡平白銀国体」の開始を宣言いたします。　

開始式「競技会開始宣言」
開始式①

岩手県知事　達増　拓也



開始式②

　岩手山や安比高原など豊かな自然環境に恵まれた、ここ岩手県八幡平市において、特別国民体育大
会冬季大会スキー競技会が開催されるにあたり、一言御挨拶申し上げます。
　選手の皆さん、栄えある郷土の代表として「いわて八幡平白銀国体」に出場されますことを、心から
お慶び申し上げます。
  昨年開催された、北京オリンピック競技大会において、日本選手団は、冬季大会過去最多の 18 個の
メダルの獲得や数々の記録更新など優秀な成績を収め、多くの国民に夢と感動をもたらしてくれました。
　本大会は、「白銀に　映えるみんなの　夢・未来」のスローガンのもと、国民に夢と感動を与えるとと
もに、ウインタースポーツの魅力を全国に発信し、スキー競技の更なる発展に寄与するものと確信してお
ります。
　選手の皆様におかれましては、これまで積み重ねてこられた練習の成果を遺憾なく発揮されるととも
に、全国の仲間や岩手県の皆さんとの親睦を深められ、本大会が皆様方にとって心に残る大会となるよ
う願っております。
　スポーツ庁としましては、「感動していただけるスポーツ界」を目指し、国際競技力の向上をはじめとし
て、スポーツを通じた健康増進、国際交流・協力、地域活性化、障害者スポーツの振興等に取り組ん
でまいります。引き続き御支援、御協力をお願いいたします。
　結びに、大会開催にあたり御尽力いただきました地元岩手県並びに八幡平市をはじめ関係の皆様方
の御支援・御協力に対し、心から感謝の意を表しまして、挨拶といたします。
　選手の皆さん頑張ってください。

スポーツ庁あいさつ
スポーツ庁長官　室伏　広治

　このたび、「特別国民体育大会冬季大会スキー競技会」が、スローガン「白銀に　映えるみんなの　
夢・未来」のもと、岩手県八幡平市で盛大に開催されますことを心よりお慶び申し上げます。
　2020 年に新型コロナウィルス感染症の感染拡大により鹿児島県を開催地とした本大会が 2023 年に
延期されたことに伴い、本大会は大会回数を数えない特別大会となります。感染症の脅威は現在も完全
には収束せず、withコロナという新しい生活様式が定着しつつあります。スポーツのみならず、世界各
国の人々の生活や社会にも大きな影響を与えたコロナ禍において、徹底した感染症対策を施したうえで
本大会の開催にご尽力いただいておりますことに、心から感謝を申し上げます。
　また、国民体育大会は 2024 年の第 78 回大会以降、「国民スポーツ大会」へと改称が予定されており、
本大会が冬季国体としては最後の大会となります。そんな記念となる大会に参加される皆さまが、これ
まで培ってきたテクニックやパフォーマンスをいかんなく発揮し、白熱した戦いを繰り広げてくれることを
期待しておりますとともに、スキーを通じてお互いの親睦を深め、それぞれの競技活動をいっそう豊かな
ものにしていただきたいと願っております。
　終わりに、本大会の開催にあたり、多大なるご尽力とご支援を賜りました文部科学省はじめ、関係団
体、諸機関、大会関係者、八幡平市の皆様に深甚なる敬意を表するとともに、本大会の成功を祈念し、
あいさつとさせていただきます。

中央競技団体あいさつ
公益財団法人　全日本スキー連盟　会長　勝木　紀昭



　全国各地から多数の選手、監督並びに役員の皆様をお迎えし、特別国民体育大会冬季大会スキー競
技会「いわて八幡平白銀国体」を盛大に開催できますことは、県民にとって大きな喜びであり、岩手県
議会を代表いたしまして、ご来県の皆様を心から歓迎申し上げます。
　また、日々の厳しい練習を乗り越え、予選を勝ち抜き、本大会への出場を果たされた選手の皆様、
誠におめでとうございます。
　新型コロナウイルスの感染拡大が、社会生活・経済活動に広く影響を及ぼす中、スポーツ活動につい
ても、練習環境の変化や大会等の中止を余儀なくされるなど、本大会への出場に向け、様々なご苦労
があったものと存じます。
　このような中、逆境を乗り越え、ひたむきに競技に臨まれる選手の皆様の姿は、東日本大震災津波
からの復興に取り組む方々に、勇気と感動を与えるとともに、次世代を担う後輩達にとっても、大きな励
みとなり、今後の目標になるものと確信しているところであります。
　本大会は、夢と希望を与える国内最大のスポーツの祭典であります。
　選手の皆様におかれましては、郷土の代表としての誇りを胸に、研ぎ澄まされた集中力と日頃鍛えた
技術を遺憾なく発揮されますとともに、地域を超えた友好・親善を深められ、心に残る特別な大会とな
りますよう念願いたします。
　また、ご来県の皆様には、この機会に、岩手の豊かな自然や美しい景観、歴史・文化、沿岸各地の
海の幸をはじめ本県自慢の美味しい食材を存分に堪能され、大会の良き思い出としていただければ幸い
です。
　結びに、本大会の開催にあたり、ご尽力いただきました関係者の皆様に深く感謝申し上げますとともに、
本大会のご成功と選手の皆様のご健闘を心からお祈り申し上げ、歓迎のことばといたします。

歓迎のことば
岩手県議会議長　五日市　王

　全国各地から多くの選手団、役員の皆様をお迎えし、｢白銀に　映えるみんなの　夢・未来｣ のスロー
ガンのもと、特別国民体育大会冬季大会スキー競技会「いわて八幡平白銀国体」を自然豊かなここ八
幡平市において開催できますことは、誠に光栄であり、市民とともに心から歓迎申し上げます。
　さて、国民体育大会は、八幡平市出身の小林陵侑選手をはじめ世界で活躍する多くの選手が優秀な
成績を残されている国内最高峰の大会の一つであります。競技会場においては、選手の皆様が最高の
パフォーマンスを発揮できますように、陸上自衛隊岩手駐屯地の隊員の皆様や多くの競技役員の協力を
いただきながら、２月10 日から今日まで、万全な競技会場の整備に努めていただいております。
　出場される選手の皆様には、郷土の代表として日ごろ鍛えた技術と精神力を遺憾なく発揮されるとと
もに、八幡平市に集われた方 と々の友情を育み、思い出深い大会にしていただきたいと願っております。
　開始式に参加されている皆様、この会場を彩っているリンドウの花にお気づきでしょうか。八幡平市
のリンドウの花は、「安代りんどう」のブランド名で生産量日本一を誇っており、2021 年に開催された東
京オリンピック・パラリンピックでは、ビクトリーブーケに岩手県の花としてこのリンドウが使用されたも
のであります。今大会におきましても、アフリカ・ルワンダで生産した「安代りんどう」のビクトリーブー
ケを上位入賞者にお渡しして、その栄誉を称えさせていただきます。
　また、八幡平市は、｢農（みのり）と輝（ひかり）の大地｣ をスローガンに、農業と観光を中心とした交
流人口の増加を目指したまちづくりを進めております。お越しいただいた皆様には、市内各所にお立ち
寄りいただき、八幡平市の物産や食文化にも触れていただければ幸いでございます。
　結びに、本大会の開催にあたり、ご尽力を賜りました関係者の方々に心から感謝を申し上げますとと
もに、本大会の成功と選手皆様のご健闘をご祈念申し上げまして、歓迎のことばといたします。

歓迎のことば
八幡平市長　佐々木　孝弘

開始式③



　本日「特別国民体育大会冬季大会スキー競技会」の表彰式を無事に迎える運びとなりました。本大
会において総合優勝を果たされた「北海道」の選手団の皆様、そして個人の成績において活躍された
皆様には、日ごろのたゆまぬ努力が実を結んだ結果であると、心よりお祝い申し上げます。
　今大会は、出場した全ての選手の皆さまにとって十分に力が発揮できた素晴らしい大会であったと確
信しております。また、多くの応援サポーターの皆様にとっても心に残る大会であったと推察申し上げます。
このような素晴らしい大会が無事終了できたことを喜ぶとともに、今後もこのような大会が数多く開催で
きるよう、中央競技団体として誠心誠意努力して行きたいと考えております。
　そして少しでも多くの皆様にスノースポーツの楽しさと素晴らしさを伝え、スノースポーツ界の活性化と
発展につなげるべく努力をして参りたいと考えております。
　重ねて、今大会を盛会に導かれた公益財団法人日本スポーツ協会、文部科学省、岩手県・八幡平市、
そして多くの大会関係者の皆様のご努力、ご尽力に深甚なる敬意を表すとともに、心より感謝を申し上
げます。
　来年の「第 78 回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会」は山形県にお願いしております。今大会
同様、熱い戦いが繰り広げられることを期待しております。
　来年の山形県での再会をお約束し、中央競技団体としてのあいさつに代えさせていただきます。

中央競技団体あいさつ
公益財団法人　全日本スキー連盟　理事　林　辰男

　今大会において優秀な成績を収められました選手団の皆さん、誠におめでとうございます。
　選手に最高の舞台を用意するために献身的にご協力いただいた陸上自衛隊岩手駐屯地協力隊員及び
競技役員、そして大会運営にご協力いただきました日本スポーツ協会並びに全日本スキー連盟をはじめ
とする皆様に、厚く御礼申し上げます。
　選手の皆様にとって、八幡平市での大会はいかがだったでしょうか。
　私たちは、猛スピードで次 と々華麗にターンをするジャイアントスラローム、息遣いが聞こえるほど躍動
的なクロスカントリー、風切り音とともに大空を舞うジャンプとそれぞれの種目から、魂を揺さぶられる
感動をいただきました。スキーの競技人口は減っている中ではありますが、観戦をした子どもたちの中
から、皆様に続く未来の選手が多く生まれることを期待してやみません。
　そして、今大会において、力の限り最後まで頑張りぬいた選手、選手を支えた監督、コーチ、ワック
スマンなどのサポートスタッフ、全ての方に賛辞を送ります。
　結びに、皆様の今後益々のご活躍と、国民スポーツ大会となる来年の山形大会がより成功裏に開催さ
れますことをご祈念申し上げ、会場地のあいさつといたします。

会場地あいさつ
八幡平市長　佐々木　孝弘

表彰式①



　全国からお集まりいただきました選手・役員の皆様、４日間にわたる大会、大変お疲れ様でした。
　郷土の代表として選手の皆様が繰り広げられた熱戦は、大きな感動を呼びました。また、全国から
御参加の皆様との交流は、我 、々岩手県民にとってかけがえのない大きな財産となりました。
　おかげをもちまして、競技、式典等、予定された内容を無事終えることができました。今大会の開催
に当たり、準備・運営に御尽力いただきました役員並びに関係の皆様に、深く感謝いたしますとともに、
選手の皆様の今後ますますの御健勝、御活躍を心からお祈り申し上げ、ここに、特別国民体育大会冬
季大会スキー競技会「いわて八幡平白銀国体」の終了を宣言いたします。

表彰式「競技会終了宣言」
岩手県副知事　八重樫　幸治

表彰式②



おもてなし機運の高まり
2022.8.1　盛岡さんさ踊り

2022.11.3　開催 100 日前イベント（イオンモール盛岡）

2022.9.28　県庁前カウントダウンボード除幕セレモニー

感謝と歓迎の意をこめ、オール岩手でおもてなし
オリジナル弁当箱で

岩手の魅力をおいしくPR

日本スポーツマスターズ２０２２岩手大会、クライミングW杯いわ
て盛岡２０２２に引き続き、いわて八幡平白銀国体を支えるチーム
として、オリジナルのボランティア用のユニフォームを着用した
ボランティアの皆さんが各会場で活躍しました。

オリジナルユニフォームで
ボランティアが活躍

盛岡駅での大会PRの様子

大会期間中に選手等へ配られるオリジナル弁当箱を作製し
ました。世界遺産である「平泉」「橋野鉄鉱山」「御所野遺
跡」をはじめ、県内の観光名所をデザインに取り入れ、全国
から訪れる選手の皆さんへ岩手の魅力を発信しました。

2022.12.16　開催２ヶ月前イベント（JR 盛岡駅）



キャプション□□□□□□□□□□□□□

開始式①
（2023.2.17）



開始式②
（2023.2.17）



表彰式
（2023.2.20）



ジャイアントスラローム
（2023.2.18〜20）



スペシャルジャンプ
（2023.2.17〜18）



コンバインド
（2023.2.17・19）



クロスカントリー
（2023.2.18〜20）



大会のその先を見据えて①

　多くのボランティア、自衛隊及び競技役員等に支えられ、今大会が成功しました。

【多くの人に支えられた大会】



　今大会を機に「クーリングシステム」を導入、気温上昇などによる助走路（氷）の融解を抑制し、競技
中の公平な条件と選手の安全性を確保した。また、助走路整備における競技役員の作業量の軽減及び
安全性の確保が図られた。
　選手の安全性向上のためインラン、ランディング、アウトランの防護板を改修したほか、３面式スタート
シグナルを設置し、競技の円滑な運営に寄与した。

【ジャンプ会場における新システムの導入】

大会のその先を見据えて②



成果品①

競技プログラム

公式ポスター

のぼり

ID カード

横断幕

公式チラシ

表彰状・賞状・ケース

公式 LINE アカウント

懸垂幕

ID ケースLINE 登録促進チラシ



団体表彰副賞

種目別表彰副賞

ビブス ポンチョ

ユニフォーム

成果品②

お弁当箱

フェイスガード

ステッカー

卓上カレンダー

うちわ

三角ポップ
シートシール

蛍光ペン

トートバッグ

クリアファイル

コーステープ

タオルハンカチ

フォトスポット


